
計算数量 計上数量 計算数量 計上数量
管路 式 1 

管きょ更生工(既設管径700mm) 式 1 
管きょ内面被覆工(製管工法) 式 1 

更生材料 式 1 1 
更生管材 m 2,494.807 2,494.81 ※　#80S H=16.3mm W=80mm

製管 既設管径700mm 製管径640mm m 95.80 95.8 
製管工 m 95.80 95.80 ※　管径700mm 昼間作業
更生管材融着工 箇所 3 3 ※

裏込め m3 6.072 6.1 
注入口取付工 回 1 1 ※　管径700mm 粘土ﾓﾙﾀﾙ(1:1) t=5cm　V=0.007m3
浮上防止工 m 95.80 95.80 ※　昼間作業
注入工 m3 6.072 6.07 ※　裏込材12A
浮上防止用ﾁｪｰﾝ損料 ｾｯﾄ 20 20 ※　損料日数＝7日　

仕上 式 1 1 
本管口仕上工 箇所 2 2 ※　管径700mm ﾓﾙﾀﾙ(1:2) t=5cm　V=0.004m3　
ﾏﾝﾎｰﾙ底部仕上工 箇所 1 1 ※　上塗りﾓﾙﾀﾙ(1:2) t=2cm　S=1.569m2

仮設備 式 1 1 
仮設備設置･撤去工 回 2 2 ※　設置工 管径700mm 昼間作業
仮設備設置･撤去工 回 2 2 ※　撤去工 管径700mm 昼間作業
仮製管工 回 1 1 ※　昼間作業
製管機搬入組立工 回 1 1 ※　昼間作業
製管機分解搬出工 回 1 1 ※　昼間作業

機械器具損料 式 1 1 
機械器具損料 式 1 1 ※　製管機種M2型 油圧ﾕﾆｯﾄ17kW　製管日数＝2日

直接経費 式 1 1 
特許使用料 式 1 1 工事費(※)の1％

換気工 式 1 
換気設備 日 7 7 

換気設備工 日 7 7 
付帯工 式 1 

注入口 式 1 
注入管設置撤去 地表部 式 1 1 

注入管設置撤去工 箇所 2 2 削孔深度6.1m　
仮設工 式 1 

交通管理工 式 1 
交通誘導警備員 人日 26 26 

交通誘導警備員A 人 13 13 
交通誘導警備員B 人 13 13 

共通仮設 式 1 
共通仮設費 式 1 

準備費 式 1 
付帯工 式 1 1 

管きょ内洗浄工 m 95.80 95.80 
本管TVｶﾒﾗ調査工(内径150～800mm未満) m 95.80 95.80 施工前 1m当り側視回数0.1回以下
本管TVｶﾒﾗ調査工(内径150～800mm未満) m 95.80 95.80 施工後 1m当り側視回数0.05回以下
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番号 名称 記号 計算式 数量 単位

※１

プロファイル（更生管材） #80S 下水1 ｐ382 SPR p8

プロファイル高さ Ｈ 0.0163 m

プロファイル幅 Ｗ 0.080 m

路線番号 Ⅰ (5N-04)

既設管径 Ｄorg Ⅰ （歩掛は直近下位の規格を適用する） 0.710 m 減肉による

更生管径 ｄ 0.64 m

供用日係数 α’ = 1.67

製管延長（管渠延長） L

Ⅰ 95.80 m

計 95.80 m

プロファイル計上延長 L1 = L+0.5×2（製管余長） 下水1 ｐ382 SPR p9

Ⅰ 95.80+0.5×2 96.80 m

計 96.80 m

製管プロファイル Ｄ = d+H×1/2×2 下水1 ｐ382 SPR p9

中心径 0.64+0.0163×1/2×2 0.6563 m

製管１ｍ当り PrfL1 = π×D/W 下水1 ｐ382 SPR p9

プロファイル延長 π×0.6563/0.080 25.7728 m

A-20 管改造工

C-2010 プロファイル延長 PrfL = L1×PrfL1 下水1 ｐ382 SPR p9

Ⅰ 96.80×25.7728 2494.807 m

計 2494.807 m

製管日数 下水1 ｐ393 SPR p42

直線1ﾄﾞﾗﾑﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 P(PrfDL) = (外巻きドラム) 1000 m

必要ドラム数 drm = PrfL/PrfDL

Ⅰ 2494.807/1000 2.495 巻

計 2.495 巻

初日使用ﾄﾞﾗﾑ数 D1 元押し式 1.00 巻

１日使用ﾄﾞﾗﾑ数 D2 元押し式 1.50 巻

製管日数 sday = (drm-D1)/D2+1　【整数切上】

Ⅰ (2.495-1.00)/1.50+1 2 日

計 2 日 ※①

備考
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番号 名称 記号 計算式 数量 単位

C-2011 製管工

使用製管機 （元押し式 M2型） SPR p12

D-2011-1 １日当り製管延長 下水1 ｐ384 SPR p13

1mあたり算出用 既設管径700(直近下位の規格) 170.000 m/日 ※2 注）

D-2011-3 融着回数 J = 必要ドラム数-1+製管日数-1　【整数切上】 下水1 ｐ383 SPR p18

ただし、『製管日数-1』部について1日に使用するドラム数が

整数の場合は計上しない。

Ⅰ (2.495-1)+(2-1) 3 回

計 3 回

C-2012 裏込注入工

D-2012-1 注入口取付工 N = スパン数 1 回

粘土モルタル量 MV = S2×0.05×2　【小数第4位四捨五入】 下水1 ｐ386 SPR p23

モルタル断面積 S2 = π×(既設管径^2-更生管径^2)/4

Ⅰ π×(0.710^2-0.64^2)/4 0.0742 m
2

1スパン当たり平均 0.0742×0.05×2 0.007 m
3

注入口取付工および浮上防止作業 製管径＜730 の場合　【1日/スパン】 SPR p5

Ⅰ 1 日

計 1 日 ※②

備考
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番号 名称 記号 計算式 数量 単位

C-2012 裏込注入工

D-2012-2 浮上防止工 L 下水1 ｐ389

Ⅰ 95.80 m

計 95.80 m

1日当り引込・引抜施工延長 Dｓ 製管径＜730 210.0 m/日 下水1 ｐ387 SPR p26

※3注）

浮上防止用チェーン数量 各スパン管きょ延長/5.0m　【0.1≦端数：整数切上】 SPR p27

Ⅰ 95.80/5.0 20 ｾｯﾄ

浮上防止用チェーン供用日 (注入口取付および浮上防止日数1.0+注入日数) SPR p20

×α’　【0.5日単位で切上】

Ⅰ (1.0+3)×1.67 7.0 日

D-2012-4 裏込注入量 裏込材　12A

注入断面積 S1 = π×{既設管径^2-(更生管径+H)^2}/4 下水1 p386

Ⅰ π×{0.710^2-(0.640+0.0163)^2}/4 0.05762 m
2

α = 割増率 1.1

Q = S1×製管延長×α

Ⅰ 0.05762×95.80×1.1 6.072 m
3

計 6.072 m
3

1日あたり注入量 250≦製管径＜800 2.8 m
3 下水1 p387

裏込注入日数 裏込注入量/1日あたり注入量　【0.01≦端数：整数切上】 SPR p6

Ⅰ 6.072/2.8 3 日

計 3 日 ※③

備考
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番号 名称 記号 計算式 数量 単位

C-2013 管口仕上工

D-2013-1 本管口仕上工 N = スパン数×2(上下) 2 箇所 下水1 p390 SPR p35

Ⅰ 既設管径710 2 箇所

モルタル断面積 S2 = π×(既設管径^2-更生管径^2)/4

Ⅰ π×(0.710^2-0.64^2)/4 0.0742 m
2

1箇所当たりモルタル量 V = S2×0.05　【小数第4位止四捨五入】

Ⅰ 0.0742×0.05 0.004 m
3

本管口仕上日数 250≦既設管径＜800 下水1 p390 SPR p36

　　既設管径700(直近下位の規格) 0.14 日/箇所

1箇所当りの作業日数×2　【整数切上】

Ⅰ 0.14×2(上下) 1 日

計 1 日 ※④

D-2013-2 流入管口切断ｼｰﾙ工 250≦流入管径≦400 箇所 SPR p36､37

400＜流入管径≦600 箇所

600＜流入管径≦900 箇所

900＜流入管径≦1500 箇所

0×0.25　【整数切上】 日 ※⑤

D-2013-3 取付管口穿孔仕上工 製管径730mm未満 箇所

D-2013-4 取付管口穿孔仕上工 製管径730mm以上 箇所

取付管口穿孔仕上日数 0/4+0/3　【整数切上】 日 ※⑥

D-2013-5 マンホール底部仕上工 1 箇所 計

　2号マンホール(φ1200) 1 箇所

上塗りモルタル(配合1：2) 厚さ2cm SPR p38､103

更生管径 ｄ 0.64 m

人孔長さ 1.20 m

人孔面積 Ａ 1.2＾2×π/4 1.131 m
2

更生管部 B = 長さ×ｄ

1.2×0.64 0.768 m
2

Ｃ = Ａ－Ｂ

1.131-0.768 0.363 m
2

インバート部 Ｄ = π×ｄ/2×長さ

π×0.64/2×1.2 1.206 m
2

上塗りモルタル数量 Ｃ＋Ｄ

0.363+1.206 1.569 m
2 1箇所当り

マンホール底部仕上工日数 スパン当仕上箇所数/1日当仕上箇所数（2箇所） SPR p6

1/2×スパン数 0.5 日 ※⑦

C-2015 仮設備設置工(製管設備) 製管日数分　既設管径710mm 2 回 下水1 p378 SPR p42

仮設備撤去工(製管設備) 製管日数分　既設管径710mm 2 回 下水1 p378 SPR p42

仮製管工回数(巻出しﾘﾝｸﾞ作成) スパン数分 1 回 下水1 p378 SPR p42

製管機搬入組立工回数 スパン数分 1 回 下水1 p378 SPR p42

製管機分解搬出工回数 スパン数分 1 回 下水1 p378 SPR p42

C-2016 機械器具損料

時間当り損料   数量 製管日数×6時間

2×6 12 時間 下水1 p397 SPR p49

供用日当り損料 数量 製管日数×α’

2×1.67 3.34 日 下水1 p397 SPR p49

備考
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番号 名称 記号 計算式 数量 単位

A-50 その他の工事

B-501 注入管設置撤去工 N1 = 図面より SPR p61

　製管径730mm未満で1スパンの注入延長が50mを超え、

　スパン内に取付管口が無い場合に計上　　　　　　　　　　

Ⅰ 2 箇所

計 2 箇所

スパン毎の削孔深度

Ⅰ 6.17＋6.07 12.24 m

1箇所当り 鋼管長 L1 = 平均削孔深度　【小数第2位四捨五入】

(ｹｰｼﾝｸﾞ 100A) Ⅰ 12.24/2 6.1 m

1箇所当り 鉄蓋 N2 = 1 個

1箇所当り 注入管設置撤去日数 計上歩掛の世話役日数

Ⅰ 2.0 日

注入管設置日数 1箇所当りの設置日数(設置撤去の2/3)×箇所数

Ⅰ 1.333×2(箇所) 2.67 日

計 2.7 日 ※⑪

注入管撤去日数 1箇所当りの撤去日数(設置撤去の1/3)×箇所数

Ⅰ 0.667×2(箇所) 1.33 日

計 1.3 日 ※⑫

備考
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番号 名称 記号 計算式 数量 単位

C-22 管きょ内洗浄工

洗浄延長 SL 管渠延長

Ⅰ 95.80 m

計 95.80 m

1日当り洗浄作業量 A 700 m/日

管きょ内洗浄工日数 SL/A　【0.1≦端数：整数切上】 SPR p5

Ⅰ 95.80/700 1 日

計 1 日 ※⑧

C-19 本管ＴＶカメラ調査工

調査延長（施工前） SL 管渠延長

Ⅰ 95.80 m

計 95.80 m

1日当り作業量 A 側視回数0.1回/m程度（SPR p60準用） 350 m/日

本管ＴＶカメラ調査工日数 SL/A　【小数第1位止四捨五入】

Ⅰ 95.80/350 0.3 日

計 0.3 日 ※⑨

調査延長（施工後） SL 管渠延長

Ⅰ 95.80 m

計 95.80 m

1日当り作業量 A 側視回数0.05回/m程度（新管相当） 400 m/日

本管ＴＶカメラ調査工日数 SL/A　【小数第1位止四捨五入】

Ⅰ 95.80/400 0.2 日

計 0.2 日 ※⑩

備考

維持管理 p113～114

維持管理 p97～100
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番号 名称 記号 計算式 数量 単位

作業日数 本管ＴＶカメラ調査工 0.3 日 ※⑨

管きょ内洗浄工 1.0 日 ※⑧

製管作業 2.0 日 ※①

注入管設置(地表) 2.7 日 ※⑪

注入口取付工および浮上防止作業 1.0 日 ※②

裏込注入作業 3.0 日 ※③

注入管撤去(地表) 1.3 日 ※⑫

本管口仕上＋流入管口切断シール 1.0 日 ※④⑤

取付管口穿孔仕上 日 ※⑥

マンホール底部仕上工 0.5 日 ※⑦

本管ＴＶカメラ調査工 0.2 日 ※⑩

計　【整数切上】 13 日

C-2021 換気設備工

換気日数 250≦既設管径≦1000　【整数切上】

製管作業から管口仕上げ完了までの日数 7 日 SPR p51

※地表作業の⑪⑫は含めない

A-60 交通誘導警備員 作業日数計　A=1人/日　B=1人/日 

交通誘導警備員A 13 人

交通誘導警備員B 13 人

備考

※１ 備考内の ｘｘＰｘｘ の記述は、各 積算基準のｘｘ頁を指す

※２ D-2011-1で１ｍ当りを算出するのに使用

※３ D-2012-2で１ｍ当りを算出するのに使用

備考1
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